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一、日野原康史の経歴
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といってもほとんどの人は、その名前さえ知らないだろう。戦前の台湾文学を専門に研
究する人であっても、作品やその内容を知る人は、ほとんどいないといってもよい。彼の本格的な文
筆活動は、現在判っている限りでは昭和一四年（一九三九）から昭和一八年（一八歳から二二歳）
までの四年間のみであり、そのために作品としては習作が多く、完成度の高い作品は少ない。なぜ
四年間のみの文芸活動だったかといえば、彼は昭和一八年の「学徒出陣」の後、海軍航空隊を
志願し、昭和二○年四月に戦死したからである。日本統治期の台湾において執筆活動をした作家で
戦死した日本人は稀有である。当時の学徒兵が海軍航空隊を志願することは、進退窮まった戦争の
中で、死ぬこと以外にはほとんど道がなかったと言えよう。ましてや日野原は、「特別攻撃隊」（以下「特
攻隊」）でもあった。
　日野原康史の経歴は、今まで全く不明であった。数年前、筆者はあるきっかけがあり、それ以来
日野原康史の経歴を調査してきた。様々な方々の協力を得て、その経歴が次第に明らかになったので、
その経歴と彼の遺した作品を通して、彼の小説には何が書かれているのか、彼は何故海軍航空隊
を志願し、特攻隊を志願したのかを探って行きたいと思う。先ず、筆者の調査で現在までに明らかに
なった日野原康史の経歴を紹介しよう。
　日野原康史（以下「日野原」と略記）は、大正一○年（一九二一）二月一五日に台北市本町二丁目、
旧城内に生まれた。いわゆる「湾

わん

生
せい

」である。但し、両親が山梨県出身であり、日野原康史の本
籍も山梨県であった。「学徒出陣」後の徴兵検査は本籍地で受けるのが原則であったので、東京
帝大に在学中の日野原康史は山梨県甲府で徴兵検査を受けている。本名は日野原孝治、日野原康
史は筆名であり、台北高等学校時代から使い始めたようだ。父・日野原孝志と母・ふさの（日野原
の父は早く亡くなったのか離婚したのか、関連資料にほとんど言及がない）は共に山梨県東山梨郡
八幡村（現在の山梨市）出身で、台北市旧城内の本町で履き物商・日野原商行を経営していた。今、
昭和三年一二月一二日東京交通社発行の『大日本職業別明細図・台北市』を見ると、「台北市内図」
面の本町二丁目に「日野原商行」があり、裏面「職業別・索引」の「履物商」には「流行履物　
日野原商行」とあって、店舗及び住居の位置が明確に判る。
　日野原康史には、啓

けい

市
いち

（一高から東京帝大工学部）と昌
しよう

（台北高校文乙から京都帝大法学部、
後に裁判官、退官後は東洋大学法学部教授）の二人の弟がおり、日野原康史は長男だった。樺
山小学校を卒業後、台北一中から昭和一三年（一九三八）に台北高等学校（文甲）に進学した。
日野原がいつ頃から文芸に興味を持ったのかはまだよく判っていないが、高等学校時代には文芸部
に所属し、短歌や詩も詠んでいたようであるが①、次第に小説執筆に興味をもち、後には短篇小説
を専門に書いた。また一時、文芸部機関誌『翔風』の編集を担当した。同誌第二○号（昭和
一五年一月）には「白虹」、第二一号（昭和一六年二月）には「小さな記録」、第二二号（同前
年七月）には「三崎の上京」、第二三号（同前年一二月）には「緑の章」という四篇の短篇小説
を発表した。すべて習作の域を出ない作品ではあるが、それぞれの作品の中には短い命を生きた日
野原のメッセージが籠められている。以上の作品中「三崎の上京」の「三崎」とは、「ミサキ」つ
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まり「岬」の意味で、日野原の親友で嘉義市在住の「岬たん」、本名・宮崎端を指す②。尚、同
じ文芸部の一年後輩には王育徳や邱炳南（邱永漢）がいた（三弟の昌氏によれば、文芸に熱中
したことが原因で高等学校は一年間留年したという）。更に文学部文一甲の有志二十数名で『猩々
木』という同人誌を出して、日野原自らも編輯していたようだ。
　また、台北高等学校時代の昭和一五年頃から西川満主宰の『文芸台湾』の同人となり、同誌
に小説「河のほとり」「五号室」「阿里通信」や島民劇「十二月八日（一幕）」を発表すると同
時に西川満と親交を結び、作家としての将来を期待されていたようだ（本稿「第三節」参照）。高
等学校卒業後、昭和一七年二月一七日に上京し、同年四月から東京帝大文学部美学科に進学し、
新宿（淀橋区角筈二ノ八四）や中野に下宿した。大学では『帝国大学新聞』を編輯し、また文
芸台湾社東京支局（支局長・北原政

まさ

吉
よし

）に所属し、台湾在住の頃からの旧知で詩人の北原政吉
（当時日大生）、前述した嘉義出身で同じく当時日大生であった親友の宮崎端や戸田房子等と親交
を結んだ（昭和一七年末から正月にかけて故郷の台湾に帰ったが、それが最後の帰郷となったよう
だ）。東京からは短篇小説「夢像の部屋」を『文芸台湾』第六巻第六号（昭和一八年一一月一
日）に寄稿しているが、これが最後に執筆・発表した小説となった。また、大学時代には『文芸主潮』
の同人にもなったようである。『文芸主潮』とは、翼賛体制下、様々な同人誌が統合されて八誌となっ
たが、その中の一誌である（昭和一七年三月創刊、廃刊不明）。
　日野原は、学業半ばの昭和一八年一一月の「学徒出陣」後、山梨県甲府で徴兵検査を受け、
海軍航空隊を志望し、武山海兵団（神奈川県）に入隊した。その後、土浦・博多で練習機教程
の訓練を受け、昭和二○年（一九四五）一月から予備一四期生（海軍少尉）として松島海軍航
空隊（宮城県）に所属。特攻隊員（日野原康史が「特攻隊員」だったことは、三弟の日野原昌
氏からも直接お聞きした）として同年四月一五日、鹿児島県出水基地へ出航し、翌一六日に九六式
陸上攻撃機で出水基地付近の地形偵察中に、グラマン機一八機が来襲し、出水市櫓木の山中に
撃墜されて戦死した③。
　尚、「日野原慶史」以外に「日野原千也」（詩誌『華麗島』中に見える）や実弟・昌氏によれば
「比乃波郎」という筆名も使用していたとのことである④。

二、日野原康史と文芸誌『翔風』
　昭和一三年、日野原は台北高等学校に入学した。高等学校では文芸部に所属し、その機関誌『翔
風』に主に小説を発表した。昭和一六年二月発行の第二一号から同年一二月の第二三号までは編
輯員となっている。ただし、第二二号からは文芸部の編輯ではなく、台北高等学校にも組織された
報国校友会総務部の編輯となり、高等学校にも軍事色が次第に強まってくる。総務部とは、「台北
高等学校報国校友会会則」の第五条に「総務部ハ本会ノ中核トシテ本会ノ事業ヲ企画統制シ兼テ
庶務会計会誌発行等ノ事務ヲ処理スル」とあって、『翔風』の編輯は総務部（部長以下幹事、委
員は教員）が行うことになっているが、実際には二・三年生の学生編輯員が行った。日野原もその
一員であった。
　以下は、『翔風』に発表された日野原の作品一覧である。（参考として同じ台北高等学校の新聞
部発行の雑誌『臺高』掲載の作品も掲載した）。

○「山（蕉葉）短歌二首／友を送る（短歌三首）」（台北高等学校新聞部『臺高』第一四号、
昭和一四年一一月三日、本名の「日野原孝治」で発表）
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○「臺高短歌会詠草一首」（台北高等学校文芸部『翔風』第二○号、昭和一五年一月三一日）
○「白虹」（『翔風』第二○号、昭和一五年一月三一日）
○「『猩々木』に就いて」（『臺高』第一六号、昭和一五年五月二○日）
○「小さな記録」（『翔風』第二一号、昭和一六年二月二○日）
○「七人集（臺高短歌会）三首」（『翔風』第二一号、昭和一六年二月二○日）
○「翔風編輯室」（『翔風』第二一号、昭和一六年二月二○日）
○「茉莉花の歌（臺高短歌会詠草抄）一首」（『翔風』第二二号、昭和一六年七月九日）
○「三崎の上京」（『翔風』第二二号、昭和一六年七月九日）
○「（報告）文芸班」（『翔風』第二二号、昭和一六年七月九日）
○「緑の章」（『翔風』第二三号、昭和一六年一二月一二日）

　今、小説に限って解説していこう。
　「白虹」は、筆者の知る限りでは日野原の最初の短篇小説である。台湾の盆地の街（台北）に
住んでいるある青年が語る物語であるが、主観が先行し非常に抽象的、幻想的な作品となっていて、
些か判りにくい小説である。その一部分を引用してみる。

蟻地獄に墜ちた蟻のやうに、この盆地の底であがいてゐる自分のみじめな姿、が、小さなパノラ
マとなつてやむことなく彼の脳神経を踊りまはつた。（中略）／そんなときに窓をあけて見た。そし
て、この盆地から逃れ出なければやがて自分は発狂する、といふ予感に戦きながら空を眺めるの
である。／わけもなく、彼は、死を恐れる。／ある日、灰いろの雲には一人の少女の顔が描か
れてあつた。――魔子。彼は知つてゐる。いや、それどころではない。彼は心のなかでは幾分
怖れてさへゐる。一時、たまらない圧迫感に打ち挫がれて、彼は危くその体臭の虜になるところ
であつたのだ。

　「この盆地の底であがいてゐる自分のみじめな姿～この盆地から逃れ出なければやがて自分は発狂
する」とあるように、台北生まれで台北育ちの日野原にとって、台北は住みにくい街であったようだ。
一体何が日野原に「この盆地から逃れ出なければやがて自分は発狂する」と言わせたのだろうか。
具体的にはよく判らない。ただ文芸面に限って言えば、日野原は他の所で「この土地では、作品を
書いた作家自身の耳にすら達しない所で語られる似て而して非なる批評が、他の土地に於けるよりも
盛んであることを我々は知つてゐる」⑤と言っているし、この日野原の言葉からすぐさま思い出される
のは同じ湾生の中山侑

すすむ

の書いた小説の一節である。昭和九年七月前後、中山は総督府警務局勤
務となり、台湾警察協会発行の『台湾警察時報』の記者兼編輯者となった。ちょうどその年の一二
月に台北市京町の台湾コロンムビア内に設立された台北ネ・ス・パ会の同人にもなり、その会誌『ネ・
ス・パ』第四号（昭和一○年七月五日）に「ジヤズに描く遺書＝長編『台北銀座』第一章」とい
う小説を発表した。これは台北の若い画家「牧まり吉」の自殺を描いたものだが、作品の最後に次
のような「牧まり吉」の遺書が引かれている。

僕は今夜、いよいよ死ぬ。何故死ぬのか、誰も知らないだらう。僕は何も残さない。併し誰か
一人は知つてゐて欲しい、僕のこの気持を。台北はたとへれば泥沼だ。そこには何も育たない。
ボウフラの外には。何も出来ない。退屈だ。きつと他の世界は此処よりは明るいに違ひないのに
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僕等の台北には芸術もない。文化もない、光もない。霑ひがない。雑草だつて砂漠には生えな
いのだ。

　これは日野原より一○歳余も年上（明治四二年、一九○九生まれ）の中山侑の昭和一○年頃の
台北への感慨なのである。つまり、台北と言う土地は、日野原や中山にとっては、作品への影からの
悪評はあっても正当な批評はなく、文化芸術等は何も育たない「泥沼」や「砂漠」同然のところと
感じられたのである。しかし、台北はまた日野原を狂おしくさせる街でもあったのだ。先の引用の中に
出てくる少女「魔子」は、台北の具象的な化身であって「彼は危くその体臭の虜になるところであ」
り、「彼が嫌悪してゐながら、なほ一方では未練が絶ち切れな」（「白虹」八七頁）いと告白している。
この小説には少女「魔子」を夢で見るシーンがあるが、これは後の彼の短篇小説の中にしばしば見
える「夢とその中の少女」の最初である。そして、それは「悲しみ」の象徴であり、時には「別れ
と死への予感」を読者に示す重要なモチーフとなるのである（第四節）。日野原は、この小説を発
表した二年後、台北と決別して「内地」に渡ったのであるが、その三年後に戦死するのである。
　「小さな記録」は、野島という男が主人公。日野原には野島を登場人物とした小説が四篇ある。『翔
風』にはこの作品と「緑の章」があり、『文芸台湾』にも「海辺にて」、「河のほとり」という二作
品がある。
　物語はユキという野島を唯一理解してくれた女が家出をして、恋人のいる大陸を目指して船で出奔
するために、それを助け且つ見送る野島の心境を描く。これは第一作の「白虹」とも連なっていると
も言える。なぜならば、「この盆地の底であがいてゐる自分」に対して理解を示してくれた唯一人の
人間が居なくなれば、自分の決めた芸術の道を進む以外になく、必然的に故郷を捨て、「内地」に
留学するより他にないということを暗に説明しているからだ。また、日野原の女性に対する愛情は、性
的な愛情ではなく、常に人間愛の視点で語られることが多い。この作品の次のようなユキに対する気
持は、その典型だと思われる。

ユキは自分を理解して呉れたただひとりの人間だ。自分が芸術に進むことを励まし、そのために
日記帳を自分に与へ、絵のモデルにさへなつた。もし自分がユキに人間愛以外のものを感じてゐ
たならば、自分は決して今日こゝ には来なかつただらう。（後略）

　「三崎の上京」の「三崎」は、注②に記したように、日野原の親友で嘉義在住の宮崎端のことである。
この小説は、事実に即して書かれている。当時は「内地」へ行くには基隆港から神戸行きの船に乗っ
た。出発までの間、台北の主人公宅に泊まった三崎を基隆港から送り出すまでのスケッチ風な小説。
主人公は「ほとんど毎日喫茶店に通つて、レコードを聴いたり雑談をしたり、～酒に酔つてまちをさま
よ」ったり、上京間近なのに「東京なんか行きたくないなあ」とつぶやく三崎を軽蔑し始めたが、しかし、
自分の過去を振り返り「三崎はあるひは人生に意義を見出し得ないで苦しんでゐるのかも知れない―
―この時代の青年によくあるやうに」と思い、軽蔑しきれないと考える。昭和一二年七月七日に「支
那事変」が勃発し、日本は中国との戦争の深みに入って行く。この小説が載った昭和一六年七月九
日発行の『翔風』第二二号は、前述の通り、台北高等学校文芸部発行から台北高等学校報国校
友会総務部発行に替った時期であった。そして、この年の一二月八日には欧米を相手の「大東亜
戦争」が始まるのである。この頃書かれた宮崎端の『日記』には、次のようにある。（日付は宮崎『日
記』の原文のものを引用。以下注も含んで同）
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昭和一六年九月一四日
学園に浸

マ

入
マ

するミリタリズム。嫌悪、嫌悪、嫌悪。
威圧的な軍人との接触は思ふだに耐へがたい。
またしても虚無におそはれる。自殺のことを考へる。

昭和一六年十月一日
徴兵検査、軍教―思へば暗澹たる気持ちになる。奴隷たらんよりはむしろ自殺をえらぶべきか、
虚無は益々はげしくなる。

　宮崎は何度か自殺未遂を起こしている。戦争の中では自分の将来は計り難く、生きる意義をどのよ
うに考えるか。これは宮崎だけではなく、日野原をも縛る問題であった。　
　三崎は去ったが、一年後には日野原もその「盆地」から抜け出るべく上京する。
　「緑の章」は「小さな記録」と同様、登場人物として野島が出てくるが、主人公は「私」であ
り、野島は半年ぶりに出会った旧友として描かれている。物語の筋は単純で、弟の入院に届け物を
した「私」は、公園で絵を描く旧友野島に出会った。それから三度、野島に会いに公園に行ったが、
絵は完成に近づいていた。四度目に公園に行った時には、すでに絵は完成したようで野島の姿はな
かった、という内容である。
  ただこの小説には興味深い個所が、何か所かある。たとえば、「私」が二度目の公園行で野島に
再会するシーンでは、次のような描写が書き込まれているのだ。

野島はまたパレットを取り上げた。／対象を凝視める彼の視線は、するどく光つてゐる。いま、彼
は作品を創造しようとする気持以外のものをなにも感じてゐないのであらう。そこにあるのは、ただ
一つ、純粋な感動だけだ。／その感動に魅せられて、自分自身の存在さへ、私は夢みるやうに
忘れかけた。そして次の瞬間、我にかへつたとき、私は感傷的な想念の芽生えるのを胸に感じた。
／濃淡さまざまな緑にかこまれて立つてゐる野島の姿、―それが、いま眼の前にゐる現実の
野島を離れて、私の胸のなかに美しく描かれて行つたのである。／（あれはもう、とほい、とほい、
昔のことだ）／いつか、―恐らくは彼が彼の人生の営みをすべて終へたそのとき、彼の回想　　
のアルバムのなかから浮かびあがる、それは美しい思ひ出の一駒ではないか。 
いつの間にか五、六人の子供が寄つて来て画面を覗きこんでゐた。／「どこを描いてるのかね
え？」／と小さな首をかしげてゐた。

　絵を描くために対象を凝視し感動する野島、そしてその感動を見て、自分自身の存在さえ忘れて
しまう「私」。物語の中で野島の職業は不明だが、勿論専門の画家ではないだろう。このような行
為や感動及び感覚は、戦前おいては一般的には知的エリート階級でなければ持ち得ないものであり、
絵を描くという行為こそ知的エリートや有閑階級ものだったのである。つまりここでは、野島も「私」も
庶民とは異なる知的エリートだということを示している。それに対して、上記の引用文の最後に描かれ
ている子供たちは、野島の対象への凝視に私のような感動は覚えないし、描きはじめの対象がどこか
判らなければ、首をかしげ、絵が完成に近づきどこを描いているか具体的に判れば「うまいねえ」（八
○頁）と褒める、庶民感覚をもつ人 と々して描かれている。
　そして、その後に描かれているのが、次のような「国民文学」についての論争である（劈頭の人
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名は本文にはない。引用にあたって誰の言か明確にするために筆者が付けた）。

野島「なぜ国民文学つて言ふのか不思議な気がするんだ」
私はあまりだしぬけなので、どう受け答へをしたらいいのか判らず、その言葉を言ひ出した心
理を憶測しながら、ぼんやりとカンバスに眼をやつてゐた。

野島「なぜ国民芸術つて言はないんだらう。国民美術といふものがあつたつていい筈ぢやないか」
　私「うん」
野島「僕はなぜ、国民、といふ言葉をつけなければならないのか、とも思ふけれども、この言葉はま

あ過
マ

渡
マ

的なものだとして使つていいとしても、どうせ使ふならなぜ国民芸術つて言はないんだら
う？」

　私「うん」
野島「君は国民文学をどう思ふ？」
　私「端的に言へば、その国の歴史を正しく認識し、その上に打ち樹てられた文学、だらう」
野島「公式的だね、勿論それでいいのだが、国民文学つていふ言葉が過

マ

渡
マ

的なものなら、そのな
かに僕としては過

マ

度
マ

的な内容も含ませたいのだ。つまりそのやうな優れた芸術以外にだ、その
やうな優れた芸術を味はひ得ない大衆を、味はひ得るところまで引きあげてやるものが必要な
んぢやないかと思ふんだ」

　私「いい意味での大衆芸術が必要だと言ふんだらう―しかし、それは問題だな」
野島「たしかに問題だ（後略）」

　ここで野島も私も「国民文学」という言い方を、心情的には否定しているのである。それは野島の
「なぜ、国民、といふ言葉をつけなければならないのか」という言葉や、「私」の公式的な「国民
文学」への野島に対する答えによって判る。知的エリートにとって文学といえば純文学であって、彼
らが教養のために読むものである。それに対して「国民文学」というのならば、過度期的な処置とし
て「いい意味での大衆文学」も入れた方がいい、というのが野島の意見のようなのであるが、一転
して二人共に「それは問題だな」「たしかに問題だ」と考えているのである。この「問題」につい
ての具体的な内容については語られていないが、次のような「私」の考えが結論なのではないだろう
か。

―国民文学といふのは結局英雄を祭る文学である。
―今日、国民の英雄は謂はゆる純文学ではなくて、却つて大衆文学のなかで歌はれている。

　つまり、「私」にとっても野島にとっても「国民文学」というのは「大衆文学」のことだという結論
なのである。
　また、この小説の巻頭には段落を下げて、次のような言葉が書かれている。

小さい器で飼つてゐた金魚を、大きい器に移すと、彼等は、数日の間は、大きい器の半径のな
かだけを泳ぎ廻つてゐる。それと同じだ、笑つてはいけない。私の周囲にも、なんと多くの金魚
がぱくぱくと呼吸を続けてゐることだらう。あまりにも環境に馴れすぎて、麻痺してしまつた彼等の
感覚！
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　日野原は、明確に自己とそれを取り巻く様々な庶民を認識していたのであろう。そして、筆者も高
等学校の学生として日野原は、自己が知的エリートであるということを相当に意識していたのではない
かと考えている。戦前の知的エリートは、高等教育を受け、庶民と感覚的に一線を画していたが、ま
たエリートとして庶民に対しては絶大な責務を負っていると考えていた、と思う。

三、日野原康史と『文芸台湾』
　昭和一七年八月一五日、東京の大阪屋号書店から、西川満の編輯で『台湾文学集』という一
書が出版された。この本は西川満の主宰する『文芸台湾』⑥等に発表された西川満の知友の作品
を集めた再録アンソロジーである⑦。その内容は評論、随筆、詩、小説で、執筆者は島田謹二、
池田敏雄、矢野峰人、北原政吉、高橋比呂美、萬波亜衛、長崎浩、石田道雄、本田晴光、楊
雲萍、西川満、黄氏鳳姿、周金波、龍瑛宗、日野原康史、川合三良、新垣宏一、濱田隼雄の
一八名であった。島田と矢野は台湾文芸家協会（『文芸台湾』はこの協会の機関誌として創刊さ
れた）の「賛助会員」、黄氏鳳姿を除いて後は「普通会員」である⑧。つまり、ほぼ全員が台湾
文芸家協会つまり『文芸台湾』の会員であった。黄氏鳳姿は昭和三年（一九二八）生まれで、
昭和一七年当時はまだ一四歳で、もちろん会員ではなかった。しかし、昭和一五年二月の龍山公学
校五年の時に、池田敏雄に見い出され、池田・西川満の指導の下に、西川満経営の日孝山房から
萬華の風俗や習慣等を描いた『七娘媽生』を出版して注目を浴びた。そのような関係があるので、
西川満はこのアンソロジーに例外的に黄氏鳳姿の文章を採用したのである。『台湾文学集』は、二
○○○年九月にゆまに書房から復刻されたが（注⑦参照）、この本の「解説」を書いた垂水千恵
氏は、その文中で西川満、島田謹二、矢野峰人、池田敏雄、黄氏鳳姿、石田道雄（まど・みち
お）、楊雲萍、濱田隼雄、周金波、龍瑛宗には説明を加えたが、「その他の日本人作家については、
まだ研究が進んでいない」と言っている。「その他の日本人作家」とは、北原政吉、高橋比呂美、
萬波亜衛、長崎浩、本田晴光、日野原康史、川合三良、新垣宏一の八名のことを指している⑨。
この「解説」が書かれた当時は確かに垂水氏の言う通りの状況だったが、一五年を経た現在では、
本稿の注⑨に掲げたように「その他の日本人作家」についてもその経歴等の詳細が判りつつある。
　『台湾文学集』の一八名の執筆者の中で、台湾人である楊雲萍、龍瑛宗、周金波を除けば、（池
田敏雄と結婚した黄氏鳳姿を含めて）日本人作家たちは、戦後「内地」に帰った（あるいは渡った）
が、唯一帰らなかった作家がいる。それが日野原康史である。前述したように台北生まれの「湾生」
であった彼は、東京帝大に進学したが、戦時中の「学徒出陣」により海軍航空隊に所属し、九州
を偵察飛行の最中に米国グラマン機の奇襲により戦死したのである。満二四歳であった。そのため
に、西川満に将来を嘱望されつつも作家としての文学的営為は、僅か四年間にしか過ぎなかった。尚、
日野原は『台湾文学集』に小説「阿里山通信」を掲載している（後述）。
　台北生まれの日野原康史は、早くから文学には興味を持っていたようである。幼少期にどのようにし
て文学に目覚めたのか具体的な理由は判らない。しかし、台北高等学校二年の一八歳の時に、「麻
薬」という詩が『台湾日日新報』（昭和一四年八月二五日）に掲載されている。当時、西川満は
『台湾日日新報』の「学芸欄」を担当しており、自ら紙面を造り、依頼すべき原稿は依頼し、投稿
された原稿の採用不採用を決め、紙面全体に作品を割り付け、不足部分には自らも原稿を書いてい
た（『台湾日日新報・学芸欄』に無記名の「青竜刀」というコラムがあるが、そのほとんどは西川
満が書いている）。故に「学芸欄」への日野原のこの詩の採用（あるいは依頼か？）も西川満が行っ
たと考えられるし、以降の『文芸台湾』への小説の掲載も日野原康史の将来性を見込んでの掲載だっ
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たように思われる。西川満の直話によると「日野原は若いのに信頼が置けた」という。この西川満の
感慨は二○年以上も前のことで、その頃の筆者は「西川満」自身が研究の対象であって、彼の述
べる他の作家の印象批評にはあまり興味がなかったので、その言葉以外にも日野原についてもう少し
詳しく話をしてくれたようだったが、西川満の日野原評は、今となってはそれ以外はまったく思い出せな
い。
　ただ西川満が信頼していたという一事は、次の例からも判った。西川満は昭和一七年一二月一五
日に著名な装本家・齋藤昌三の書物展望社から小説集『赤嵌記』を出版する。この『赤嵌記』は、
昭和一五年一二月二二日に日孝山房から刊行した七五部限定のものとは異なる。日孝山房版は「赤
嵌記」一作のみの限定本であるのに対して、書物展望社版はそれまで『文芸台湾』に発表した「赤
嵌記」「雲林記」「元宵記」「朱子記」「稲江記」（この作品のみ書き下ろし）「採硫記」を一書
にしたもので、親友・立石鐵臣の装画、齋藤昌三の装本、そして西川満の親友・北原政彦（北原
政吉）と日野原康史の校正を経た上で出版された。当時二○歳を出たばかりの日野原に自著の校正
を依頼したことは、日野原への信頼の証であろう、と感じた⑩。日野原自身も上記書物展望社の『赤
嵌記』を批評して、次のように西川満への文学的畏敬を述べている。

『梨花夫人』の諸作に於いて、西川氏の追求したものはエキゾチスムでありロマンチシズムであ
つた。然し『赤嵌記』の諸作に於いては、例へば「雲林記」でも「赤嵌記」でも、『梨花夫
人』時代を抜け出ようとする探求と模索が行はれてゐるのを見逃すこと出来ないのである。『梨
花夫人』の諸作が率ね詩的散文であるのに対して、「赤嵌記」では「私」といふ一人称を以
つて現代を基調として語りはじめた姿に出会ふ。そして、この時代には、全く歴史を忘れた「浪漫」
や「稲江記」が現れてゐることにも注意されねばならない。／西川氏は現在、更にこの『赤嵌記』
の時代をも踏み越えようとしてゐる。「龍脈記」がそれを裏書きしてゐる。台湾の歴史に題材を求め、
しかし、『梨花夫人』時代の幻想的な美を追求しようとする傾向は失はれ、建設的な方向に作
者の眼は向いてゐるのである。すでにそのはしりと見られるものが『赤嵌記』に収められてゐる「元
宵記」と「採硫記」である⑪。

　西川満の期待を担った日野原は、以降、台湾詩人協会の会員となり、更に詩人協会が改組され
て後には台湾文芸家協会の会員⑫として、『文芸台湾』に短期間ではあったが、小説四篇を含む
作品を発表している。今、日野原康史の『文芸台湾』掲載の作品を挙げると、以下のようなものがあっ
た（『文芸台湾』の前身である『華麗島』も入れた）。

○「少女像」＜詩＞（台湾詩人協会『華麗島』創刊号、昭和一四年一二月一日、筆名：日野原千也）
○「丘」＜詩＞（台湾文芸家協会『文芸台湾』第一号、昭和一五年一月一日、これより以降、
筆名の「日野原康史」を使用する）。
○「海辺にて」（台湾文芸家協会『文芸台湾』第五号、昭和一五年一○月一日）
○「河のほとり」（文芸台湾社『文芸台湾』第八号、昭和一六年五月二○日）
○「青少年劇脚本集」＜書評＞（『文芸台湾』第九号、昭和一六年六月二○日）
○「五号室」（『文芸台湾』第三巻第一号、昭和一六年一○月二○日）
○「年中暦・十月　川」＜随筆＞（『文芸台湾』第三巻第三号、昭和一六年一二月二○日）
○「阿里山通信」（『文芸台湾』第三巻第四号、昭和一七年一月二○日）
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○「十二月八日（一幕）」＜脚本＞（『文芸台湾』第三巻第五号、昭和一七年二月二○日）
○「文芸と時評」（『文芸台湾』第五巻第四号、昭和一八年二月一日）
○「台南地方文学座談会＜於台南市四春園、（台南）河野慶彦・大河原光広（台北）新垣宏一
（東京）日野原康史＞」（『文芸台湾』第五巻第五号、昭和一八年三月一日）
○「私の好きな作品について」（『文芸台湾』第五巻第五号、昭和一八年三月一日）
○「夢像の部屋」（『文芸台湾』第六巻第六号、昭和一八年一一月一日）

　以上のいくつかの作品について、少し説明を加えておこう。
　『文芸台湾』最初の登載は、詩作の「丘」である。『文芸台湾』創刊号は、俳句、短歌や漢
詩を含む詩作が大半を占める。その他には龍瑛宗「村娘みまかりぬ」、西川満「稲江冶春詞」とい
う二篇の小説及び新田淳、中山侑、島田謹二の随筆や評論があるが短文である。何故このような
アンバランスな内容になったかというと、『文芸台湾』創刊号とはいうが、実態は台湾文芸家協会の
前身である台湾詩人協会の詩誌『華麗島』第二号なのである（この辺の事情の詳細については注
⑨に掲げた拙著『日本人作家の系譜』「第三章」を見ていただければ幸いである）。故に掲載の
多くが詩作で占められていたのである。おそらく日野原が「丘」という詩を寄稿したのも詩誌『華麗
島』第二号に掲載するというつもりだったからであろう。不思議なことに日野原はそれ以降『文芸台湾』
だけではなく、自分の所属する台北高等学校の文芸誌『翔風』をも含めて詩作は発表しなくなった。
つまり、現在では日野原の詩作は、昭和一四年八月二五日の『台湾日日新報』に掲載された「麻薬（夏
の作品集一二）」と『華麗島』創刊号の「少女像」及び「丘」の三首のみしか見ることが出来な
いのである。尚、この詩を発表して以後、本名の日野原孝治に替えて、常時日野原康史という筆名
を使用することになる。
　小説「海辺にて」は、前述した野島が主人公の物語である。その野島がある映画研究の小さな
グループで恭子という同じ歳の女と知り合う。恭子には婚約者がいたが、その婚約者を嫌ってある海
辺に家出をする。持ち出した金も尽き、進退窮まった恭子を助けたのは行きずりの女友達で女給の和
子であった。そのような話を恭子から聞いて、野島は同じ海辺を訪ねた。野島は海辺での心境を恭
子から聞き、そして海辺を訪ねた時の恭子の気持を次のように推測する。

　恭子は砂に腰をおろして暫くはぼんやりと深い青みを湛えた海を見てゐたのであらう。連日の焦
燥と疲労とで頭は呆けたやうになつてゐたのかも知れない。しかし、恭子はこの壮大な景色を見
て、自分の小さな存在といふことを痛切に感じはしなかつたらうか、とも野島は思ふのである。
 『この海にはいつて行つたら･･････』
そのときふと、なんの気もなしに恭子は考へたのであつた。ところが次の瞬間には彼女はその想
念の美しさにとらはれてしまつてゐた。
･････ 海にむかつて、ひとつの影がしづかに歩き出す。乾いた砂を踏み、湿つた砂を踏み、汀
線を過ぎ、つめたい水が足を洗つても、その影は歩みをとどめない。もしかするとその影は、水
のつめたさを感覚してゐないのかも知れない。さうして腰が水にかくれ、胸が水にかくれ、やがて
全身は深青の海に没してしまふ。あとには、なにもなかつたやうに相変らずごうごうといふ波の音
が聞えるばかり･････。
『死とか、自殺とか、そんなことはなにも考へなかつたわ。ただそのまま海にはいつて行くことが、
とても美しいことだと思はれたのよ』
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　帰つて来てから最初の会つたとき、恭子はさう言つて、野島にそのときの彼女の気持を説明し
やうとした。

　上記引用の「そのときふと、なんの気もなしに恭子は考へたのであつた。ところが次の瞬間には彼
女はその想念の美しさにとらはれてしまつてゐた」とか、恭子の言葉の「死とか、自殺とか、そんな
ことはなにも考へなかつたわ。ただそのまま海にはいつて行くことが、とても美しいことだと思はれたの
よ」とは、一体どのような意思から出たのか。小説では恭子が家出をして進退窮まった時の描写とし
ているが、それは当然作者たる日野原の意思からでたものと考えてよいだろう。特に「美しさ」という
ことがどのような意思で日野原から出ているのか判らなかった。その時、たまたま読んだ日野原の親友・
宮崎端の『日記』の「昭和一九年十二月二十一日」に、次のようなことが書いてあったことを思い
出した。（傍点は筆者）

昭和一九年十二月二十一日
「決戦」といふ言葉が字義どほりに実感される現在、戦争と文学との結びつきを考へることもなく
なった。雑誌をよまないので、戦局がどう反映してゐるか知るよすがもないが、ペンも剣である、
とか思想戦とかいふ表現は今は既に失せたことであらう。自分としては、文学はあくまで文学で
あるといふ言葉のなかにあらゆる意味をこめるより外はないやうに思ふ。文学が、直接的意味で
の戦力増強に役立つなどといふことを自分は信じない……米国では平和主義者の主義に基づ
く徴兵忌避を正当と認めて、免除するといふ記事をかつて新聞でよんだことがある。自分は平
和主義者ではないが、といつて軍人のやうな行動主義者にもなりきれない。自
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　宮崎『日記』のこの項が書かれた頃は、日野原はすでに海軍航空隊に所属しており、上記の日
野原に関する文章の前後に「特別攻撃隊」や「特攻隊」という言葉が出て来ることからすれば、
日野原はすでにそれに志願していたか、志願はしていなくとも、志願の意志を親友・宮崎に伝えてい
た可能性はある。それはさておき、ここで気になるのは「日野原は、生活即芸術主義者だから」と
いう宮崎の言葉である。宮崎の解釈によれば、それは「生活をたヾ ちに芸術と」したことであるという。
長い間親友関係が続き、互いを理解し合って来た二人であるから、日野原が「生活をたヾ ちに芸術
とする」という宮崎の見解は、おそらく的を射た見解だと思う。日野原は「学徒進軍」で予備学生となっ
て、海軍航空隊に志願し、「特攻隊」にも志願した。戦争や軍隊での生活は、人間生活の日常か
ら考えるならば異常な状態である。しかし、そこにも日々の生活がある。宮崎の言葉は、日野原は軍
隊のような非日常生活の中にさえ芸術を見出す、と解釈されるのである。それを先の恭子の「美しさ」
に当てはめて考えると、若い女性がいかなる理由であれ家出をすることは、非日常的で異常な行動
である。しかし、やはりそこには常とは異なるが日々の生活がある。その生活の中で恭子は（＝日野原）、
雄大な風景の中に日常的ではない「美しさ」を発見し、それに魅せられたので、それに向かって泳
ぎつづけたのであろう。進退窮まっても、生活の中に美を見つける。それが生活即芸術主義者という
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意味だろう。
　「河のほとり」も「野島」が主人公の小説である。野島は病気で入院をしていた。今は退院して
通院をしているが、入院時に世話になった看護婦と婦長と河のほとりにピクニックに来たスケッチ風の
短篇小説である。『翔風』に発表した「白虹」では、非常に感情的に憎 し々いまでに台北を貶して
いたのに、ここでは客観的に暖かく台北を台湾を見守っており、次のように述べている。

野島自身、ここに生れ、この土地を誰よりも愛してゐるぞ、と自惚れながら、一方ではこの土地を
幾年か、あるひは幾十年か離れることに、すこしも躊躇を感じないのはどうしてだらう。――しかし、
日本を離れてはじめて真の日本の姿がつかめるやうに、この土地を理解するためには、この土地
を離れて見なければならないのだ。さうすればたとへ来年この島を去らなかつたとしても、この島
をより正しく理解するために、自分はいつか離れて行くにちがひない。そしてまた、多くの先人た
ちがさうであつたやうに、自分もいつかは、ふたたびこの島に帰つて来るにちがひない。

　「五号室」は、千介という主人公が見た芝外科医院の五号室の入院患者風景を描いている。だが、
この小説は偶然ではあろうが、日野原自身の将来を暗示しているような場面がある。次のような描写
である。（傍点は筆者）
　　　
実際、彼自身の生命線は、この二、三年来、だんだん短くなつて来て、手頸のところまで続い
てゐたのが、いまでは離れてしまつてゐた。これは悪くなつた例であるが、よくなつた例としては、
例へば、生命線の上にあつた病気のしるしが、消えてしまつたこともあつた。そしてこのやうな経
験から、千介は、運
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　この作品を発表した四年後、日野原は死亡するのである。その死亡はグラマン急襲による偶発的
なものであったが、自ら「特攻隊」に志願したわけだから、まさに「人が運命を支配するのだ」とい
うことを実践したわけである。
　更にまた、この小説の中に登場する入院患者の一人、幸野という男に関する次のような描写も、
勿論偶然だが、日野原の将来を暗示しているようで、非常に気になるのである。ここでは幸野は無
事生還しているが。

支那事変がはじまつて間もないころ、出征して、幸野は戦野にあつた。一日、彼は愛機を操縦
して敵地に向つたが、任務を完了して帰還する途中、愛機が火をふきはじめた。消さうとして、
いろいろ手段をつくして見たが、火はなかなか消えなかつた。（以下略）

　「阿里山通信」は、前に言及したように、後に西川満編『台湾文学集』（大阪屋号書店、昭和
一七年八月一五日）に収められた。これは「白虹」の解説の折りに述べた「悲しみ」を現す「夢
とその中の少女」の話が織り込まれている。

　耳を澄ませよ、耳を澄ませよ。そのひようひようと聴える風の声は僕の胸のなかにもある。そこで小さ
な声が泣いてゐるのだ。それはもう荒涼たる風の音ではなかつた。さうだ、そこで泣いてゐるのは一
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人の童女の幻影であつた。／と、ここで僕は眼が覚めたのだつた。

　その童女ははる子といい、阿里山へ来る前日一晩やっかいになった家にいた女の子であった。そ
の家は野田と改姓名した本島人（台湾人）の一家であった。［（　）内は筆者注］

その付近には、こざつぱりした住宅がしづかにたら並んでゐるのだが、はる子も附近の女の子と
よく遊ぶのである。そして仲よく遊んでゐるときはにはいいのだが、子供のことだから、やはり喧嘩
をはじめることもあるのである。そんなとき、相手の内地人の子供は、はる子には言へない悪口
の言葉を投げるのだつた。はる子は、はじめのうちは、その言葉の意味が判らなかつた。それも
無理はないのである。彼女の家と隣の家と、どこにも彼女は差別を見つけ出すことが出来なかつ
たからである。彼女が生れた前から、彼女の家では国語（日本語）ををつかつてゐたし、彼女
の家でも神棚が飾つてあつたし、彼女の父は洋服のほかに和服も着たからである。だからそん
な悪口さへ言はれなければはる子は隣の子と同じ気持で育つて行くにちがいひないのである。し
かし、だんだん彼女は、その悪口のもつ意味が、朧気にわかつて来たらしい。

　そして、主人公は最後に阿里山のご来光を見て、「その聖なる景になにか応へずにはゐられない
気持を感じた僕は、それとともに、頭を垂れて、あの童女のために、その兄弟のために、そしてそ
の沢山の友達のために祈らずには居られなかつたのである」という言葉で物語は締めくくられている。
確かに「夢とその中の少女」の「悲しみ」が主人公の感覚として描かれているが、また、日野原
の保守性も現れているのではないか。この小説は発表は昭和一七年一月だが、昭和一六年の初秋
に書かれている。次第に皇民化運動が強まって来る時期で、昭和一六年四月には皇民文学奉公会
が発足している。主人公は阿里山に来る前日、台湾人の家庭に一泊している。描写から見てその
台湾人一家は「国語家庭」である。そのように徹底して皇民化している台湾人家庭を、隣人である
日本人が差別的な悪口を吐く。最後に主人公は、阿里山のご来光に対して、おそらくそれらがまるく
収まるように祈ったのであろう。しかし、日本の統治に際して、母語を奪われ、固有の文化を奪われ
た台湾人に対して知的エリートである日野原は、何も感じなかったのであろうか。彼の親友の宮崎端は、
この「阿里山通信」を見て、その『日記』の「昭和一七年三月六日」に「一昨日、日野原の『阿
里山通信』といふ短編を『文芸台湾』でみたが、つまらなかつた。小説になつてない。気どり鼻に
つく。」と吐き捨てるように記している。軍国主義を嫌い、軍人を嫌い、徴兵検査や軍事教練参加に
対して自殺まで考えた宮崎とは、親友ながらも極めて対照的な考えを持っていたことが判る。宮崎の
言った「日野原は、生活即芸術主義者」とは、もしかしたらこのような日野原の保守性について言っ
たのかも知れない。しかし、日野原は、その保守性をもって西川満に気に入られ、「阿里山通信」は、
『台湾文学集』に採録されたと想像される。
　日野原は昭和一七年二月一七日に上京する。遺作となった小説「夢像の部屋」は、昭和一八
年一一月に『文芸台湾』に発表された。これは東京から台北に寄稿した、そして日野原の最後の
作品であった。この作品については、次節で述べることにする。

四、日野原康史と辞世「道の詩
うた

」
　先ず、以下に掲げる日野原の詩を見てみよう。
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　　　　道の詩
いくたりか　わが友はゆき
いくたりか　わが友の死にし
この道　この道を　われも歩まむ

見ずや君　道の遠きにかがやきて
すばるの詩

うた

をしるす灯
ともしび

友いくたりか　かの灯を求めゆきしを……

あはれわが魂よ　願求のいのり
つかれたる　焦燥のゆふべ
なほ辿る　旅路しあらば……

かなしみの森　蒼ざめし追
おもいで

憶よ去れ
やがて来む　わがみちゆきの
巨いなる狂気の日々に……

いくたりか　わが友はゆき
いくたりか　わが友の死にし
この道　この道を　われも歩む

　昭和一八年一○月一日、東條英機内閣は「在学徴集延期臨時特例」（以後「学徒出陣」と称
す）を公布。これは、教員養成系と理工系を除く文科系の高等教育諸機関在学生の徴兵延期を撤
廃するもので、これと同時に昭和一八年に「臨時徴兵検査規則」が決定され、その年の一○月及
び一一月に徴兵検査を実施し、甲種、乙種、丙種合格者（開放性結核患者を除く）までを一二月
に入隊させることとした（昭和一八年一○月二一日に東京の明治神宮外苑競技場では文部省学校
報国団本部主催の出陣学徒壮行会が行われたことは有名）。「学徒出陣」によって陸海軍に入隊
することになった多くの学生は、高学歴者であるという理由から、陸軍や海軍に配属されて後、不足
していた野戦指揮官クラスや特攻隊員のような下級将校や下士官の充足にあてられた。
　上に引いた詩は、「学徒出陣」決定後、「特攻隊員」として海軍航空隊に所属した日野原の辞
世の詩

うた

である。おそらく特攻が決定した（「特攻隊員」は志願という形式を取るが）後の昭和二○
年の二月頃の作だと思われる。本来は母・日野原ふさののために書かれた辞世の詩であり、故に筆
名ではなく本名の「日野原孝治」で書かれている。戦後になって海軍飛行予備学生第十四期会
編『あゝ 同期の桜　かえらざる青春の手記』（毎日新聞社、昭和四一年一○月一五日、第一八刷。
以降『あゝ 同期の桜』と略称）の「特攻隊出撃」の項に収録され、一般にも知られるようになった。
この本の初刷は、昭和四一年九月二五日。一ヶ月足らずのうちに第一八刷という売れ行きだった。
平成七年には光人社から形式を変えて出版されているほか、この本を原作として昭和四二年六月に
は鶴田浩二・松方弘樹・高倉健主演で東映（京都）によって映画化されている。また、『あゝ 同期
の桜』の「学徒出陣」の項には、以下に引用するように日野原康史の母親ふさの宛（当時、母親
は台北在住）の「昭和一八年一○月六日」附及び「昭和一八年一一月一○日」附の書簡二通
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が収録されている。当時、日野原は二四歳。東京帝国大学文学部美学科に通っていたが、「学徒
出陣」により休学した。多くの学生が退学する中で、日野原が休学を選んだ理由等については母親
に宛てた「昭和一八年一○月六日」附の書簡の中で、次のように語っている。

どちらにしろ僕たちは、十二月一日付で休学することになります。友達の大部分のものは「退学
する」と言っておりますが、僕は休学にして入営するつもりでおります。大学は休学中（応召、
入営による）は授業料はとらず、また何年続いてもいいことになっております。（中略）友達は「兵
隊から帰って来るかどうかもわからないし、帰って来ても、それから大学でまた勉強する気にはな
れない」と言っておりますが、僕は退学するとしても、帰って来た時、あるいは戦死した時にす
ればよいので、それまでは休学ということにして出掛けるつもりです。（中略）しかし、今こうして
手紙を書きながら、一番心残りに思うのは、（中略）作品らしい作品を一編も残さずに行くことと、
―もう一つは―「もう一つ」は、はずかしいから書きません。いや、やっぱり―つまり、その「も
う一つ」はですね、つまり、お母さんのそばにいてですね、もっといろいろ喜ばしたり、厄介をか
けたりしたかった―ということ―

　この書簡を見れば判るように、日野原は「休学して入営する」つもりであった。つまり退学は「戦
死した時にすればよい」とは言いつつも、生きて「帰って来た時」には復学するつもりであったのだ。
また、「一番心残りに思う」こととして「作品らしい作品を一編も残」こさず入営すること、及び母親
に大いに甘えたかったという正直な気持ちを吐露していることからすれば、戦死する可能性は大きい
が、帰還できる可能性もあると考えていたようだ。「学徒出陣」という生死の際にあって、大学生であっ
た日野原の心は揺れていたことが判る。また、「昭和一八年一一月一○日」の書簡にも次のようにある。
この日は甲府国民学校で「徴兵検査」を受け、甲種合格になった時のことを記している。（戦後の
出版なので新仮名遣いになっている）

僕は、その午後の第一番だったわけです。第二乙ぐらいだろうが、せめて第一乙にしてくれないかなあ、
と思っていました。すると、甲種合格、といわれたので、はっとしました。その時の気持は、ちょっ
と言いあらわすことができません。「第一乙種合格」といわれたら、すぐ「有難うございます」と
言おうと思っていたのですが、その「有難うございます」も忘れてしまいました。僕はぱっと椅子
から立ちあがると、指定の位置に直立不動の姿勢で立って、場内に響き渡る声で「甲種合格、
日野原孝治」と復唱しました。何という誇らしさ、何という晴れがましさ―暫くの間は胸がわくわ
くして、じっとしておれない気持ち―それを落着け、落着け、と自分で制していたのです。僕
は航空隊を志望しました。しかし海軍の航空隊を志望したので、志望どおりだとすると、入団（陸
軍なら入営といいます）するときは水兵です。第二志望は整備兵、第三が防空兵、第四が通
信兵です。第一志望が無理だとしても、このうちのどれかにはなれるでしょう。

　筆者は「甲種合格」となったこの手紙を見た時、日野原は「甲種合格」という声を聞いて「自分
自身の運命を決定した」のではないかと思った。それは彼の作品「五号室」の中の主人公・千介
の考えのように「運命が人を支配するのではなくて、人（つまり日野原自身）が運命を支配」したの
だと、考えたからだ。台北一中・台北高等学校・東京帝大と日野原は知的エリートのコースを歩んで
来た日野原。自分で「乙種合格」だと考えていたが、「甲種合格」で肉体的にも健全だと保証され
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た。先にも述べたように、戦前の知的エリートたちは、一般庶民とは一線を画し、自らの社会的責務
をおおいに自覚していた。
　日野原康史は、ちょうどこの頃ある小説を発表している。『文芸台湾』第六巻第六号（昭和一八
年一一月一日）に掲載された短編小説「夢像の部屋」が、それである。『文芸台湾』は西川満の
直話によれば、発行日より一ヶ月早く発行されていたので（このことは今回探し出せなかったが、西川
満自身どこかに書いている）、「昭和一八年一一月一○日」付け書簡が書かれた二・三ヶ月前かそ
れ以前に完成した作品だと推測される。この物語はあらすじを簡単にまとめると、次のようである。
　台湾の北部にあるＮ炭坑の地下坑道で落盤があり、主人公の新吉は、他の六名の坑夫と共に坑
内に閉じ込められてしまう。長い時間を暗闇の中で過ごすが、救援はなかなか来なかった。そのた
め新吉は、「生」に対する諦めが生じ、次第に甘美で懐かしい夢想の世界（「夢像の部屋」）に入
り込んで行く。その時、外界から塞がった坑道を切り崩す音がかすかに聞こえてきて、新吉は「生」
への回帰を取り戻す。
　つまり、この小説が書かれた時期と「昭和一八年一一月一○日」付け書簡は、数ヶ月ほどの差が
あることを考慮すれば、この小説の中で描かれている「生」と「死」に対する考えから、その書簡
への転回は、日野原の考えを理解する上で参考になると思うのである。
　物語は先ず落盤が起きたところから始まる。それが起きた瞬間「新吉の胸は、一種言ひやうのな
い疑惑と恐怖と不思議な強圧感に引捉へられてしま」う。そして「落着きを取り戻せずにゐる自分自
身が、新吉には、実になんとも憤

ママ

ろしくて仕方がなかつた。／（なんだ、これくらいのことで、―こ
んな俺だつたのか）／どんな言葉を投げつけても足りない気持ちだつた。次の瞬間には、／（死ぬ
なら、死ね）／と思つた。それは通り一遍の捨鉢な気持では決してなかつた。さういう心理の飛躍を
くぐり抜けなければ、彼は、不
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のである。（傍点筆者、
以下同じ）」
　死ぬかもしれないという「疑惑」と死への「恐怖」、それらが形成する強圧感が新吉を襲い、敢
えて「死ぬなら、死ね」と思わなければ、「不
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」つま
り「死」への覚悟がつかなかったのである。新吉にとっては、落盤が死に到る恐怖そのものだった
のである。しばらくすると「カンテラは消えてしまつて、彼等は闇のなかに取り残された。彼等は、湧
水から免れるために、彼等に許されてゐる空間の最も高いところを選んで、誰からともなく寄り集まつた。
眼を開けても、また閉ぢても、少しも変らない奥深い闇であつた。そして、死が眼の前に、ゐた。」
　死が眼の前にあり、その上どのくらいの時間がすぎたのか判らない。その中で「新吉の感覚は、
彼の現実から遊離しはじめた。が、それは決して『死への誘ひ』である眠りにおちたのではなかつた。
ただ彼の現実の眼ではないもう一つの眼で、闇に映し出された夢の像の動きを追ひはじめたのであつ
た。―」「闇に映し出された夢の像の動きを追ひはじめた」とは、この小説のタイトルでもある「夢
像の部屋」であり、「白虹」や「阿里山通信」のような「悲しみ」の象徴としての「夢とその中の少女」
ではなくて、それは「別れと死の予感」を示している。

少年新吉は、わづかな起伏を見せて延びてゐる野の一本道を、歩いて行つた。行儀よく並んだ
葱、葱、葱の畠を過ぎ、葉のあひだを洩れた陽光に茎の紫が映えてゐる茄子畠を過ぎ、穂の出
はじめた麥畠を過ぎた。それら畠地の畔のところどころには、どの枝にも鈴なりに実をつけた桜桃
が、五、六本づつ寄り集つて立つてゐる。新吉は腕をのばし、うす紅いろにつやつやひかつて
ゐる実をむしりとり、みちみち口に入れながら歩いて行つた。
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　このような描写が二千文字余り続いて、「別れと死の予感」を象徴する少女が現れる。

「××さん」
名前を呼ばれて振返つて見ると、髪をお下げにした少女が――いつの間に来たのであらう――
そこに立つてゐた。少女の顔に見覚えはあつた。だが、誰だつたのか、はつきり憶ひ出すことは
出来なかつた。摘まれたばかりらしい紅紫色の小さな草花が、その白い手に咲いてゐた。（中略）
少女に誘はれるままについて行つて、新吉は、その桜草に似た草花を摘むのに加勢した。彼女
の両手がその可憐な花に埋まると、
「さようなら」
さう言つて少女は帰つて行つた。（中略）ふと、どこからともなく、かすかな声がまた風に流され
て来た。
「･････ お前は、もう一つ別の世界を知つてゐる･････」
さうだ知つてゐる･････。
「･････ おい ･････ 音だ」
たつたふた言、だが、不意に全く不意に身ぢかなところで発せられたつぶやきが、新吉の耳朶
を激つた。それは、あの遠い世界から聞えて来た声ではなかつた。新吉のかたはらにゐた坑夫
の一人の口から発せられた現実の声であつた。そしてその声を新吉の耳が聞くと同時に、眼の
前の夢の像はすつと消えてしまつた。忘れてゐた現実の感覚と記憶が、一時に新吉の胸に甦つ
て来た。

　確かに、坑道を外側から切り崩す音が次第に近づいて来るような気がしたが、新吉はその距離の
遠さを知ると、再び「夢像の世界」に戻って行こうとした。だが、一度現実に引き戻された意識は、
再び「夢像の世界」には戻って行かなかった。

数刻、あるひは十数刻前までは、新吉は実に切ないまでに、生への意欲を持ちつづけ　　てゐ
たのではなかつたか。そしていま、新吉はむしろ生きるといふことにそれほど強い魅力を感じない。
この矛盾は、いつたいどこから来たのか。／それは、この夢像の世界が一つの「美」だつた
からか。勿論、それは理由の一つにちがひなからう。だが、それだけか。「美」はそれだけで、
かくも強く人間の心を呼ぶことが出来るのか。それは一つの大きな疑問符である。／新吉は頭が
くたくたに疲れてゐるのを感じた。その疲れの底で今度は生が彼の心を呼ぶ。／生きたいのだ。
自分は本当は生きたいのだ。やつぱり、やつぱり生きたいのだ。その死が絶対に要求されるときが、
人間には一生のうちにいつか訪れて来る。自分はそのときにこそ死なう。いまは―。

　以上、徴兵検査の直前に書いた「夢像の部屋」に見るように、日野原は徴兵検査以前は「自分
は本当は生きたいのだ。やつぱり、やつぱり生きたいのだ。」そして「いまは」生きようと思っていたのだ。
ところが、一一月に徴兵検査を受け、自らの予想に反して「甲種合格」を告げられるや、「その死
が絶対に要求されるとき」が来たと感じたのであろう。
そのために海軍航空隊を志願し、特攻をを志願し、知識人としての自分に与えられた役割を果たそう
としたのであろう。
　日野原が創作したのは昭和一四年から昭和一八年、年齢としては一八歳から二二歳の青春期で、
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戦争の影が日に日に濃くなり、悲惨な状態になりつつあった時代である。その中で学生生活を送りな
がら、自分の将来を行く道を考えた時、暗澹たる気持になるのは当然のことだろう。「死が絶対に要
求されるときが、人間には一生のうちにいつか訪れて来る」という限られた生命を燃やすためには、「白
虹」や「河のほとり」「小さな記録」に描かれたように台北という田舎から脱出して上京しなければな
らなかったのだろう。また「白虹」や「阿里山通信」の「悲しみ」を象徴する少女が、昭和一八
年の「夢像の部屋」執筆時には「別れと死の予感」に増幅されたのは、戦争の影が次第に濃く
なったことと関連している。「三崎の上京」は自分と対照的な考えをもつ親友を描き、「海辺にて」で
は己の美意識を描いた。「五号室」は、自己の将来の予言書のようなものだ。「緑の章」は、将来
を嘱望される学生、知識人の自負を描いた作で、身体健全な知識人であった故に、彼は「特攻隊」
を志願した。
　このように日野原は短い生涯に八作の小説を遺した。それらは習作ではあったが、戦争と隣り合わ
せの彼の思考と青春を描写していると思う。

　前掲の書簡よりほぼ半年後、前掲の辞世の詩を作って後、「日野原康史」は幾何もなく戦死した
のである。

【注】
①：日野原の詩作は「麻薬（夏の作品集 12）」（『台湾日日新報』、昭和一四年八月二五日）、
「少女像」（『華麗島』創刊号、昭和一四年一二月一日、筆名：日野原千也）、「丘」（『文芸台湾』
第一号、昭和一五年一月一日）の三作、短歌については「山（蕉葉）短歌二首／友を送る　短
歌三首」（台北高等学校新聞部『臺高』第一四号、昭和一四年一一月三日、本名の「日野原孝
治」で発表）、「臺高短歌会詠草一首」（台北高等学校文芸部『翔風』第二○号、昭和一五年
一月三一日）、「七人集（臺高短歌会）三首」（『翔風』第二一号、昭和一六年二月二○日）、「茉
莉花の歌（臺高短歌会詠草抄）一首」（『翔風』第二二号、昭和一六年七月九日）の一○首。
詩及び短歌については、現況では以上に掲げた作品を見るだけであるが、当然他にも作品があった
と考えられる。また、昭和一六年（一九四一）四月五日発行の歌誌『台湾』第二巻第三号の「彙
報」に「渡邊よしたか氏歓迎本社二月歌会」が同年二月一七日夜五時半から光食堂三階で行われ、
歓迎晩餐会の後に歌会を行う、とあるが、日野原も参加している。当時の出席者は、台湾では有名
な歌人たちであった。その中に高等学校の学生である日野原がいるのは違和感があるが、短歌に対
しては相当の自信があり、周囲の歌人たちもそれを認めていたのかもしれない（当時の台湾では現在
とは異なり、高等学校の学生が社会の相当の尊敬を集めていたこともある）。参考に以下にこの歌会
の出席者を記しておく。
稲田尹　嬉野悌興　川合三良　福田良輔　樋詰正治　田淵武吉　斎藤勇　川見駒太郎
國川雄　野田安樹　松村一雄　川池春四郎　的場しづゑ　松本瀧朗　佐々木浩司
秋場ゆめよ　佐々木愛子　亀田恵美子　廣中しげ　弘末芳子　元岡正嘉　菅井孝　梅崎節蔵　
蔵原登喜美　吉村寥子　大野登　古賀作男　日野原康史　小比賀閧夫
　因みにこの会で読まれた参加者全員の歌が上記「彙報」に収められているが、いま日野原の一
首を記録しておこう。「褪せた蚊帳よごれたベツド施療院の午後をのどかに陽が照らしてゐる」
②：宮

みや

崎
ざき

端
たん

は、大正一○年（一九二一）八月一九日に台湾の嘉義街生まれ（嘉義市栄町一丁目
三四）。熊本県八代郡鏡町の菓子職人であった祖父が渡台。嘉義中学校から台北高等学校へ進
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学したが、高校は中退した。昭和一五年（一九四○）に嘉義の詩誌『荒地』（荒地社）に参加し、
「良知薫」の筆名で詩を発表。昭和一六年四月に上京し、日本大学芸術学部創作科へ進学したが、
大学の講義がつまらなく毎日映画と読書三昧、後に中退。同じ年に両親の住む横浜に帰った『文芸
台湾』同人で詩人の北原政吉とは、嘉義時代からの知り合いで、また日大の芸術学部に通う同窓
であった。昭和一七年に東京帝大へ進学した日野原康史とは親友で、共に東京の『文芸台湾』（北
原が支局長）支局に属した。その後宮崎は台湾には戻らず日本で生活した。作品は戦前には「蒼
穹譜」「猫談義」「サンコタイ」「赤城山埋蔵金」がある。戦後は熊本市にもぐら書房とかもめ印刷
を設立経営し、北原政吉や台湾時代の友人で、宮崎在住の本田晴光の詩集を豆本等で出版した。
また、北原政吉編『台湾現代詩集』（一九七九）、北原・陳千武編『続・台湾現代詩集』（一九八九）、
『陳千武詩集「媽祖の纏足」』等を出版し、戦後最も早く台湾の現代詩集を本格的に日本に紹介
した。宮崎自身も戦後は「岬たん」の筆名で『アカシアの女　フｵルモサ島感傷紀行』（一九八七）、
『空襲とヒコクミン（岬たん短篇集）』（一九九五）＜いずれも、もぐら書房＞等を出版した。熊本で
長く続く同人誌『詩と真実』や『新熊本文学』の同人でもあり、創作も発表していた。尚、戦前戦
後を通して中村地平等の作家と交流があり、それらの交流等を詳細に記した『日記』が残っている。
平成一九年（二○○七）一○月二日に死去した。宮崎端の遺した『日記』の中には、しばしば日
野原が登場する。たとえば、この「三崎の上京」という作品については、「昭和一七年五月二十六
日」の宮崎『日記』では「昼　日野原が来た。久しぶりだつた。新宿の彼の下宿へ行く。『翔風』
に出した『三崎の上京』といふ作品を見る。俺がモデルだが、歪曲されすぎてゐる。」と感想を述
べている。尚、宮崎は嘉義生まれであるが、台湾で『文芸台湾』の会員になったわけではない。
会員になった経緯については彼の『日記』の「昭和一七年九月十六日」に「北原氏来る。日野原
を訪ね、ビールとウイスキーをのむなり。／文芸台湾同人となることにした。」つまり、宮崎は「内地」
に来てから、『文芸台湾』同人の北原や日野原に勧められて同人になったようなのだ。（まだ嘉義在
住の頃の昭和一五年一二月二二日の『日記』には、「きのふ、荒地社宛に北原政吉から手紙が来て、
総督府情報部のきもいりで、こんど新しく、台湾文芸家協会が組織されるから参加しないか云つて来
た。それを見て、われわれ一同その無礼な手紙の書き方に憤慨し、来年になつたら、大いに筆誅を
加へることに決定した」とある。）
③：日野原昌「４９年目にして判明したこと―兄戦死の地―」には、日野原康史の戦死の場所
等について次のようにある。
兄戦死の場所が具体的に判明したのは、平成 5 年のことである。佐賀県鳥栖市にご在住の久
保山幾男氏（海軍予備学生第十五期生＝筆者注）から突然お手紙が母宛に参り、戦死の場
所とともにその具体的状況についてもお知らせを頂いた。それによると、昭和 20 年 4 月16日午
前 10 時ころ、松島所属の九六陸攻マシ371 号機は、夜間出撃に備え地形偵察のため出水基
地を飛び立ったが、敵襲の警報により帰投中グラマン18 機につかまりエンジンに被弾、午前 11
時 30 分ころ、そのまま基地北西 5 粁の山中に墜落して大破炎上し、乗員二組計 10 名は全員
無念の最後を遂げた。（中略）機の墜落した地点は、出水市境町櫓木の山中である。（中略）
この土地の持ち主は守山すま子様であるが、かの女とその前年に亡くなったご主人は、そこで
戦死した者の名前を全く知らないまま墓石を立て、『海軍の兵隊さんの墓』として 50 年間も黙っ
て墓守をされ、かつ、毎年命日には供養をして下さったとのことである。」（平成 7 年 3月27日　　
記：台北高校卒業 50 周年記念誌原稿、原文のママ引用）

④：日野原康史の履歴を作成するに当たって、三弟の昌氏からの直話が大変参考になった。外に宮
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崎端の遺した『日記』及び海軍飛行予備学生第十四期会編『あゝ 同期の桜　かえらざる青春の手記』
（毎日新聞社、昭和四一年一○月一五日、第一八刷）が参考になった。
⑤：日野原康史「文芸と時評」（『文芸台湾』第五巻第四号、昭和一八年二月一日）。また、日野
原の言葉と似た状況を、日野原に先立って戯画化して詩にしたのが、西川満の「逢

お う ま

魔が時の歌」（『文
芸台湾』第二巻第三号、昭和一六年六月二○日）である。その一段目だけを抜粋する「ビヤホー
ルの片隅で。悪党どもが顔合せ。おさへきれない胸のうち。毒舌。悪口。愚痴。嫉妬。吐き出すや
うに述べたてる。」
⑥ ： 『文芸台湾』は、昭和一五年（一九四○）一月一日創刊。創刊号は「台湾詩人協会」の詩誌『華
麗島』第二号を急遽改題したもので、発行所も「台湾詩人協会」の発展的解消の後にできた「台
湾文芸家協会」に移り、その機関誌として創刊された。しかし、実際には西川満の主導と彼の「内
地」と台湾の多方面にわたる人脈によって編輯経営された。昭和一六年二月の第二巻第一号（通
巻七号）からは台湾文芸家協会の改組により同協会を離れて西川満主宰の文芸台湾社の発行とな
り、『文芸台湾』は、西川満の芸術至上主義に沿った編輯方針となった。昭和一九年一月一日の
第七巻第二号まで通巻三八号を出して終刊したが、戦前台湾の綜合文芸誌としては最も息の長い
雑誌であった。編集や執筆は西川満を中心とする日本人作家であったが、西川満に近い台湾人作
家も参加した。
⑦：『台湾文学集』は、各作家が以前に雑誌等に発表した作品を再録して単行本としたもの。どの
ような視点で一冊にしたのか気に懸るところだが、編輯者の西川満はその点に関して何も言っていな
い（「まえがき」「あとがき」もないし、戦前も戦後もこの本について語ったことを知らない。これは西
川満としては希有なことである）。二○○○年九月二五日、ゆまに書房から「日本植民地文学精選
集　013　〔台湾編〕１」として復刻出版された。解説は垂水千恵。尚、『台湾文学集』が東京
の大阪屋号書店から出版されているのは、当時の台湾では、「内地」の出版社から出版することが、
台湾文壇を「内地」文壇にアピール認知させる上で重要な手段だと考えられていた。
⑧：台湾文芸家協会の成立と「賛助会員」と「普通会員」との相違についての詳細は、拙著『日
本統治期台湾文学研究　日本人作家の系譜』（研文出版、二○一三年三月三一日）の「第四章　
『台湾文芸家協会』の成立と『文芸台湾』―西川満の『南方の烽火』から」を参照。
⑨：現在では長崎浩と川合三良及び新垣宏一については、その経歴も含めて詳細に判っている。
長崎については前掲『日本人作家の系譜』中「第五章　日本人作家の系譜―詩魂の漂泊・長
崎浩」に、川合についても同著「第六章　台湾における川合三良―静謐なる抵抗」に詳しい。
また新垣については張良澤編著・新垣宏一著『華麗島歳月』に自伝や作品が収められており、そ
の全貌が判る。北原政吉、本田晴光、日野原康史についても拙編著『日本統治期台湾文学小事典』
（緑蔭書房、二○○五年六月一五日）に項目を立てたように、遺族を訪ねたりしてその経歴が次第
に判りつつある。萬波亜衛については最近ようやく戦後は新潟大学の事務局にいたということが判っ
たので、調査を始めようと思っている。ただ高橋比呂美のみは皆目何も判らない（乞指教）。
⑩ ： 日野原の「青少年劇脚本集」（『文芸台湾』第九号、昭和一六年六月二○日）という書評の
最後に「最後に、ただ一つ本書について気懸りになることがある。それは校正が不充分であるととも
に言葉づかひの間違ひが眼立つことである。間違つた国語の習得されることを防ぐために、増刷の際、
またさらに第二輯、第三輯の印刷に際して、もつとこの点に注意して欲しいと思ふ」とあることから、
日野原自身も日頃から校正には注意を払っていたのであろう。
⑪：注⑤の日野原康史「文芸と時評」参照。
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⑫：台湾・東方文化書局の「新文学雑誌叢刊　復刻本」に収められている『文芸台湾』第三号
の末尾には、台湾文芸家協会の発行していた「内報　參」も復刻されている。その「会員名簿　
台湾の部」には、日野原の本名である「日野原孝治」という名が見えており、創設時点から台湾
文芸家協会に属していたことが判る。尚、日野原は台湾文芸家協会の前身である全島的詩人団体・
台湾詩人協会（昭和一四年九月九日成立）の会員でもあり、『華麗島』創刊号（昭和一四年一二
月一日）に「少女像」という詩を発表している（これも東方文化書局の復刻本『華麗島』創刊号
末尾に「会員名簿」があり、そこに「日野原孝治」の名が見えている）。また、同「復刻本」の『文
芸台湾』第四号（昭和一五年七月一○日）末尾に台湾文芸家協会の「会報　壹」があるが、そ
の中に「会規」が載っており、「五、本協会に入会せむとする者は会員二名以上の推薦を要す」と
あるので、一八歳で高等学校の学生であった日野原も当然この「会規」により規制されたであろうが、
西川満と親交があれば入会は難しくはなかったと考えられる。昭和一六年には高等学校在学中の身
分で一五名の作家たちと共に編輯委員となっている。尚、台湾詩人協会の成立については、注⑧
の拙著「第三章　日本人作家の擡頭―西川満と『台湾詩人協会』の成立」を参照。

○「麻薬（夏の作品集 12）」＜詩＞（『台湾日日新報』、昭和一四年八月二五日）
○「山（蕉葉）短歌二首／友を送る（短歌三首）」（台北高等学校新聞部『臺高』第一四号、昭和
一四年一一月三日）
　本名の「日野原孝治」で発表。
○「少女像」＜詩＞（台湾詩人協会『華麗島』創刊号、昭和一四年一二月一日）
　筆名：日野原千也
○「丘」＜詩＞（台湾文芸家協会『文芸台湾』第一号、昭和一五年一月一日）
　これより以降、筆名の「日野原康史」を使用する。
○「臺高短歌会詠草一首」（台北高等学校文芸部『翔風』第二○号、昭和一五年一月三一日）
○「白虹」（『翔風』第二○号、昭和一五年一月三一日）
○「『猩々木』に就いて」（『臺高』第一六号、昭和一五年五月二○日）
○「海辺にて」（台湾文芸家協会『文芸台湾』第五号、昭和一五年一○月一日）
○「ある皮肉について」（『台湾芸術』第一巻第八号、昭和一五年一一月一三日）
○「小さな記録」（『翔風』第二一号、昭和一六年二月二○日）
○「七人集（臺高短歌会）三首」（『翔風』第二一号、昭和一六年二月二○日）
○「翔風編輯室」（『翔風』第二一号、昭和一六年二月二○日）
○「河のほとり」（文芸台湾社『文芸台湾』第八号、昭和一六年五月二○日）
○「青少年劇脚本集」＜書評＞（『文芸台湾』第九号、昭和一六年六月二○日）
○「茉莉花の歌（臺高短歌会詠草抄）一首」（『翔風』第二二号、昭和一六年七月九日）
○「三崎の上京」（『翔風』第二二号、昭和一六年七月九日）
○「（報告）文芸班」（『翔風』第二二号、昭和一六年七月九日）
○「山」（『台湾日日新報』、昭和一六年七月一六日）
○「五号室」（『文芸台湾』第三巻第一号、昭和一六年一○月二○日）
○「緑の章」（『翔風』第二三号、昭和一六年一二月一二日）

【日野原康史著作目録】
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○「年中暦・十月　川」＜随筆＞（『文芸台湾』第三巻第三号、昭和一六年一二月二○日）
○「阿里山通信」（『文芸台湾』第三巻第四号、昭和一七年一月二○日）
○「十二月八日（一幕）」＜脚本＞（『文芸台湾』第三巻第五号、昭和一七年二月二○日）
○「阿里山通信」（大阪屋号書店、西川満編『台湾文学集』、昭和一七年八月一五日）
○「同人誌評　新作家」（文芸主潮社『文芸主潮』第一巻第一○号、昭和一七年一二月一日）
○「文芸と時評」（『文芸台湾』第五巻第四号、昭和一八年二月一日）
○「台南地方文学座談会＜於台南市四春園、（台南）河野慶彦・大河原光広（台北）新垣宏一（東
京）日野原康史＞」（『文芸台湾』第五巻第五号、昭和一八年三月一日）
○「私の好きな作品について」（『文芸台湾』第五巻第五号、昭和一八年三月一日）
○「夢像の部屋」（『文芸台湾』第六巻第六号、昭和一八年一一月一日）
○「道の詩」（毎日新聞社『あゝ同期の桜』、昭和四一年九月二五日）平成七年光人社復刻本があ
る。尚、この詩は藤原龍美により作曲された。


